
論　　文

本学大学１年次生の英語学習に対する動機

―国際教養学科と看護学科との比較を通して―

１飯　田　　　毅　　　２成　橋　和　正　　　３橋　本　秀　実
４佐　伯　林規江　　　５今　井　由美子　　　６髙　橋　　　玲

７若　本　夏　美
１同志社女子大学・学芸学部・国際教養学科・教授
２同志社女子大学・薬学部・医療薬学科・准教授
３同志社女子大学・看護学部・看護学科・准教授

４同志社女子大学・学芸学部・国際教養学科・教授
５同志社女子大学・表象文化学部・英語英文学科・教授

６同志社女子大学・薬学部・医療薬学科・教授
７同志社女子大学・表象文化学部・英語英文学科・教授

Comparing Motivation Toward Learning English of 

First-year University Students 

Majoring in International Studies with 

That of Students Majoring in Nursing

１IIDA Tsuyoshi　２NARUHASHI Kazumasa　３HASHIMOTO Hidemi
４SAEKI Namie　５IMAI Yumiko　６TAKAHASHI Rei

７WAKAMOTO Natsumi
１Department of International Studies, Faculty of Liberal Arts,

Doshisha Women’s College of Liberal Arts, Professor
２Department of Clinical Pharmacy, Faculty of Pharmaceutical Sciences,

Doshisha Women’s College of Liberal Arts, Associate professor
３Department of Nursing, Faculty of Nursing,

Doshisha Women’s College of Liberal Arts, Associate professor
４Department of International Studies, Faculty of Liberal Arts,

Doshisha Women’s College of Liberal Arts, Professor
５Department of English, Faculty of Culture and Representation,

Doshisha Women’s College of Liberal Arts, Professor
６Department of Clinical Pharmacy, Faculty of Pharmaceutical Sciences,

Doshisha Women’s College of Liberal Arts, Professor
７Department of English, Faculty of Culture and Representation,

Doshisha Women’s College of Liberal Arts, Professor

1同志社女子大学　総合文化研究所紀要　第37巻　2020年



状を大学英語教育の前提となる初等中等教育に

おける近年の英語教育の変化と大学教育の環境

の変化という両面から概観した後で、英語学習

動機の先行研究を簡潔にまとめた。

1．1　新学習指導要領と高大接続

　学習指導要領は、児童生徒の学びに大きな影

響を与える。2017年、2018年に初等中等教育に

関する新学習指導要領が発表された（文部科学

省　2017a、2017b、2019）。外国語教育である

英語教育は今回の改訂によって、今までにない

ような大きな変化が見られる。大学の英語教育

を推進して行くためには、改訂の内容を理解し

た上で進めることが重要である。その特徴の主

なものを挙げるとすると、以下のようになる。

　小学校中学年の「外国語活動」（英語原則）

と高学年の「外国語科」（英語原則）が導

入された。

　学習指導要領解説（2019）の付録８に見ら

れるように「外国語活動・外国語の目標」

が学校段階別一覧表に整理され、段階的に

示されるようになった。

　「コミュニケーションを図る素地となる資

質・能力」（外国語活動）、「コミュニケーショ

１．研究の背景

　本研究は、研究プロジェクト「本学の教育理

念及び Vision 150を活かした共通英語教育開

発のための基礎研究」（English 2020）の目的

の一つである本学で共通英語を受ける学生の英

語学習の情意面に関する調査である。本研究の

目的は、本学の共通英語教育を１年間受けた大

学１年次生（看護学部）がどのような英語学習

の動機を持っているのか、また今までにどのよ

うな動機の変化があったのかを同じ大学で外国

語を学ぶ時間が多い大学１年次生（国際教養学

科）との比較を通して明らかにすることにある。

　グローバル化の進展とともに日本においても

海外とのやりとりが増え、国際共通語としての

英語の役割の重要性が多くの人々に共有される

ようになってきている。文部科学省も学習指導

要領の改訂や大学入学試験（英語）の変更等を

通して英語教育の改革を推進してきた。しかし

ながら、大学入試共通テストとしての英語の民

間試験の活用の混乱が示しているように、英語

教育政策推進者、英語教育の実践者や研究者、

英語教育を受ける一般の人々の間に英語教育の

改革に対する考え方のズレが見える（飯田 

2019）。ここでは、大学における英語教育の現

Abstract

This study aimed to compare motivation toward learning English of students majoring in 

international studies (IS) with that of students majoring in nursing (NU) at Doshisha Women’s 

College of Liberal Arts. A total of 165 (87 IS students, 78 NU students) first-year students 

participated in the study. A questionnaire including an open response was employed in the 

study. Factor analyses produced the following five factors: “Interest in the English language 

and culture,” “Ought-to L2 self and instrumentality (prevention),” “Passive attitude toward 

English class,” “Ideal L2 self and self-efficacy,” and “Anxiety about speaking English.” Except 

for the “Anxiety of speaking English” and “Passive attitude toward English class” factors, IS 

students had significantly higher motivation than NU students. Next, qualitative analyses of 

the open question revealed that both IS and NU students wanted to have classes that would 

improves their communication skills despite the fact that approximarely half of students did 

not write any comments. Finally, integral analyses showed that both students’ groups’ 

motivation rose after taking English class at the university. However, differences in motivation 

were found between IS and NU students in that the former studied English for various 

reasons, whereas NU students did so mainly because of preparation for entrance examinations.
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英語で」という指針についても様々な意見の相

違や実施の是非に関する根本的な議論があり、

改革の方針が妥当であるかどうかを含めて、必

ずしも改革が進んでいるとは言えない状況にあ

る（例、阿部 2018、大津他 2013、斉藤他 2016、

鳥飼他 2017）。

　中等教育と高等教育を結びつける高大接続の

観点から英語教育の問題を一つ取り上げたい。

前述したように、大学入試共通テストに英語の

民間試験を活用する問題である。この問題は、

現時点では2020年１月15日に、第一回「大学入

試のあり方に関する検討会議」（三島良直座長）

の議論に委ねることになり、１年をめどに結論

を出すことになっている。英語民間試験の導入

の問題点を南風原（2018）は、以下のように指

摘している。「開発目的が異なる試験の成績を『共

通テスト』として互いに比較すること」（p.18）、

英語入試改革については「二◯一三年四月の自

由民主党の教育再生実行本部や経済同友会の、

TOEFLの活用を、と言う提言から始まり、『英

語教育の在り方に関する有識者会議』につなが

る流れがあった」（p.22）、としている。最後に、

南風原（2018）は以下のようにまとめている。

　「今回の改革案は、TOEFL の活用を、とい

う声から始まった民間試験活用の強い流れが、

システム会議での議論もなく、全体の方針とし

て織り込まれたこと、そして国立大学について

は、自ら認識していた多くの課題の解決を確認

しないまま、結論を急ぎすぎたことの結果であ

ると考えられる。」（p.24）

1．2　大学を取り巻く環境の変化と学修者本位

の英語教育

　政府の進める近年の高等教育政策の中で英語

教育と特に関連すると考えられるのは、グロー

バル人材育成であろう。政府は2011年５月にグ

ローバル人材育成推進会議を設立し、翌年６月

に審議のまとめとして「グローバル人材育成戦

略」を発表した。その中で、グローバル人材の

概念を整理し、英語教育の改革を唱えている。

ンを図る基礎となる資質・能力」（外国語）、

「コミュニケーションを図る資質・能力」

（中学・高校）の育成のように目標の表現

が統一された。

　言語活動が５領域（「聞くこと」「話すこと

［やりとり］」「話すこと［発表］」「読むこ

と」「書くこと」）に区分された。

　各領域の目標の話題が「日常的な話題」と

「社会的な話題」に分割された。

　英語の授業は英語で行うという方針が引き

続き採用された。

　文法事項として小学校に SVO 等、中学校

に現在完了進行形や基本的な仮定法用法等

が入った。

　高校の科目名が「英語コミュニケーション

Ⅰ／Ⅱ／Ⅲ」「論理・表現Ⅰ／Ⅱ／Ⅲ」に

変更された。

　語彙数が小学校で600～700語、中学校で

1600～1800語、高校「英語コミュニケーショ

ンⅠ」で400-600語、「英語コミュニケーショ

ンⅡ」で700-900語、「英語コミュニケーショ

ンⅢ」で700-900語と示され、全体的に増

加した。

　改定された学習指導要領の内容は、実際は教

科書検定を通して具体化される。つまり、初等

中等教育を担当する英語教員は検定済教科書を

使うことで学習指導要領の内容が実行されるの

である。しかし、の項目のような授業に関す

る項目は教員次第であることは言うまでもない。

　学習指導要領の改定に加えて、「グローバル

に対応した英語教育改革実施計画」「生徒の英

語力向上プラン」「英語教育強化地域拠点事業」

「外部専門機関と連携した英語指導向上事業」

「英語教員の英語力強化のための調査研究事業」

等の各種の事業も同時に実施されている。つま

り、英語教育の充実のための政策がより統一的

に実施されてきているのである。

　しかし、国の文教政策上での改革は進んでい

るように見えるが、初等中等教育の実際の英語

教育の現場を考えると、例えば「英語の授業は

3本学大学１年次生の英語学習に対する動機



位の教育をしないと大学は生き残れないという

メッセージである。このメッセージは大学にお

ける英語教育についても言える。大学における

学修者本位の英語教育の重要性を指摘している

と捉えることができる。では、一体どのような

英語教育を実施したら良いのであろうか。

　日本学術会議（2010）は国際共通語としての

英語教育として考慮すべき点として以下の３点

を指摘している。

ⅰ　言語とその文化的背景―この場合、アメリ

カやイギリスの文化―を区別し、言語に結

びついている文化的負荷をなるべく軽くす

ること。

ⅱ　国際共通語としての英語は母語に根差して

いるわけではないので、母語の習得過程を

学習のモデルとして強調せず、特に、いわ

ゆるネイティヴ・スピーカーを万能視しな

いこと。

ⅲ　グローバル化した社会のコミュニケーショ

ンにおいては、情報通信技術の発展も相俟っ

て、書き言葉が話し言葉と並んで、あるい

はそれ以上に重要な役割を果たしている。

それゆえ、音声言語と並んで書記言語（読

み書き）の学習を重視すること。

 （日本学術会議 2010、p.15）

　上記のように国際共通語として英語のあり方

は、今後の英語教育を考える上で示唆的であり、

上記の方針にしたがって大学英語教育を推進し

て行くべきであろう。

　上記のように大学で取り扱うべき英語教育の

内容に加えて、学修者本位の教育を実現するた

めには学生の学ぶ意欲を喚起するような英語教

育が必要になる。学生を取り巻く英語教育の状

況がどんなに大きく変化しようと、学生自身が

やろうとする気持ちを持たない限り英語教育の

成果を得ることは不可能である。学生は英語に

対するどのような学習動機を持って入学し、本

学の英語教育を受けて、どのような動機づけを

持つようになったであろうか。学習動機無くし

現状の学生の英語力について、TOEFL の成績

を取り上げながら語学力の低迷を指摘し、留学

を通して英語力の強化を唱えている。文部科学

省は2014年から「スーパーグローバル大学創世

支援事業」を開始した。この事業は教育再生実

行委員会の提言を受け、37大学を選び、今後10

年間で世界大学ランキング100位以内に日本の

大学が10校入ることを目指したものである。し

かしながら、その目標は現在達成できない状況

にある（刈谷 2017、刈谷・吉見 2019）。ここ

で重要なことは、グローバル人材育成教育にお

いて確かに英語教育は重要な役割を担っている

と考えられるが、大学を含めて学校教育として

実施されている英語教育の本来の目的は、グロー

バル人材育成に必要な英語力を持った生徒や学

生を育てることではないということである。英

語教育にはもっと広い目的がある（飯田他 

2018）

　一方、近年の日本の大学を取り巻く教育環境

の変化は著しい。2018年11月中央教育審議会は、

2040年における大学教育の展望と高等教育の目

指すべき姿として、「2040年度に向けた高等教

育のグランドデザイン（答申）」（2018）をまと

め、その中で「学修者本位の教育への転換」を

掲げている。その中で、高等教育が目指すべき

姿として特に以下の３点を取り上げたい。

・個々人の可能性を最大限に伸長する教育

・何を教えたかから、何を学び、身に付ける

ことができたのかへの転換

・単に個々の教員が教えたい内容ではなく、

学修者自らが学んで身に付けたことを社会

に対し説明し納得が得られる体系的な内容

となるよう構成することの必要性

　上記の３点は確かに納得できるものであるが、

具体性に欠ける。この答申の背景にあるのは、

日本における少子化による大学入学者数減少の

問題と世界中で起きている大学生獲得の状況で

ある。この答申の狙いは、今後大学に入学する

学生数が減少する中で、真の意味で、学修者本

4 同志社女子大学　総合文化研究所紀要　第37巻　2020年



けに関する研究である。学習者がどのような英

語学習動機を持っているかを明らかにする研究

である。特に、今までの英語教育を受けてきた

学生が１年間の本学の共通英語を学んだ結果ど

のような英語学習動機を持つようになったのか

を明らかにする。また、今までの英語学習動機

を振り返るという意味で、動機づける研究にも

関係している。本研究には、以下３つの研究課

題がある。

研究課題

１．本学の学生は１年次の共通英語の授業を受

けた後にどのような英語学習動機を持って

いるのか。

２．本学の１年次生は英語の授業及び英語教育

に対してどのような要望を持っているのか。

３．本学の１年次生は英語を学び始めてから大

学１年次までにどのような英語学習動機を

持って英語を学んできたのか。

３　研究方法

3．1　参加者

　本調査の参加者は、国際教養学科の１年次生

78名と看護学科の１年次生87名の合計165名で

ある。2019年１月、それぞれの授業の最終日に

授業担当者が質問紙（資料１）を持参し、授業

の最後の10分間を使って調査を実施した。学生

は１年間の英語学習を振り返り、どのような英

語学習動機を持っているかについて質問紙に記

入した。

3．2　データ収集と分析方法

　３部構成になっている質問紙（資料１）を使っ

た。第１部は、Taguchi, T., Magid, M., & 

Papi, M.（2010）を参考にして、52項目の質

問項目を選び作成した。項目内容は①英語学習

の目的・努力、②理想自己、③義務自己、④文

化に対する関心、⑤道具的回避、⑥道具的接近、

⑦Ｌ２コミュニティへの態度、⑧統合性、⑨自

信・不安、⑩家族社会的要因、⑪英語学習に対

する態度、⑫コミュニケーションへの意図、⑬

て学力の向上はあり得ない。同様に英語に対す

る動機無くして英語の上達はあり得ない。

　本研究の目的は、本学の大学１年次生の英語

学習の動機を調査することにある。本学の看護

学科の学生と国際教養学科の学生の英語学習動

機を定量的・定性的に調査する。また、小学校

から大学１年までの英語学習動機の変化を明ら

かにする。本学に入学して１年間英語教育を受

けた大学生の英語学習動機を明らかにすること

は、本学の英語教育を考える上で極めて重要な

意義を有する。また、このような動機の解明は、

大学の英語教育の本来の姿を考えるばかりでな

く、初等教育及び中等教育の外国語教育のあり

方及びその接続を考える良い機会になる。

1．3　英語学習動機に関する研究

　英語学習動機に関して今までどのような研究

があったのであろうか。廣森（2011）は、英語

学習の動機づけ研究を「動機（motive）」に関

する研究、「動機づけ（motivation）」に関す

る研究、「動機づける（motivate/motivating）」

ことに関する研究の３種類に分け、教育実践的

示唆について論じている。動機に関する研究で

は、従来の社会心理学的アプローチ、教育心理

学的アプローチ、そして、新しい視点として、

他者とのコミュニケーション意識（willingness 

to communicate）、理想自己（ideal L2 self）

を取り上げている。動機づけに関する研究では、

動機づけを結果として捉えるのではなく、プロ

セス志向的（process oriented）に捉える方

法が定着しつつあるとしている。動機づけのプ

ロセスに影響を与える要因として、言語学習不

安、自己効力感、学習ストラテジー、学習成果

を取り上げている。３つ目の動機づけるに関す

る研究とは、学習者をどのように動機づけたら

良いかという、より実践的な側面を持った研究

である。具体的には、自己決定理論、動機づけ

ストラテジー研究がある。

２　研究の目的

　本研究は、上記の分類にしたがえば、動機づ

5本学大学１年次生の英語学習に対する動機



など主観的要素の定量的評価は困難とされてい

る中、「度合いスケール」のうち VAS は広く

用いられており、特に医療の分野では、従来か

ら痛みの評価（pain scale）として様々な様式

の VAS が用いられてきた（Maruo et al. 

2013）。また学生の講義・実習の自己評価の方

法にも取り入れられている（武井他 2007、成

橋他 2003）。本研究では、資料１の質問紙

Part３に示すように、縦軸に VAS 法を取り入

れた学習動機、横軸を時間とした２元グラフを

作成し、参加者には学習動機が経時的にどう変

化したか、自由に線で引くことで回答させた。

さらに、学習動機が最高（ピーク）となった時

（質問Ａ）、最低になった時（質問Ｂ）について、

それぞれ、その理由を質問紙の「英語学習動機

の変化」の理由に示したリストより回答させ、

複数回答を可とした。

　解析は以下の方法を採用した。回答用紙をス

キャンし電子 jpgファイルとした。学生が引い

た曲線の曲線下面積（積分値）（図１の斜線部分）

を面積計算ソフトにより算出し、積分値を、学

習意欲の程度と規定し、全体（図１の薄色着色

部分）に対する割合、（積分割合）を求めた。

この積分割合の変化を学習動機・意欲の変化と

捉えることとした。大学入学前後での比較とし

て、Ｘの解析として［小学校から高校］対［大

学入学から現在まで］の比、あるいは、Ｙの解

析として［高校３年間］対［大学入学から現在

自己効力感である。質問の回答は Lickert 

scale ４件法の選択式で「全くそう思わない」、

「そう思わない」、「そう思う」、「全くそう思う」

から選ぶものであった。第２部では学生の英語

教育に対する要望を自由記述の形式で尋ね、カ

テゴリー分析を行った。第３部は、小学校から

大学１年までの英語学習動機の変化に関する質

問である。

3．2．1　研究課題１分析方法

　最初に因子分析を用いて分析した。その後、

因子得点を出し、国際教養学科群と看護学科群

との平均値の比較を行った。分析に当たっては

52項目の回答に欠損のあるものは除いた。その

後、尺度項目ごとに記述統計量を算出し、天井

効果・床効果を示した項目を除外、探索的因子

分析（一般化した最小二乗法、直接オブリミン

回転）を行った。

　学科間の比較では、看護学科群と国際教養学

科群の２群間で平均値を比較した。各群の尺度

得点の平均値を算出し、Levene の等分散の検

定において、等分散であるものについては t 検

定を、等分散であるとはいえない場合は

Welchの検定を採用した。

3．3．2　研究課題２分析方法

　次に、英語の授業および英語教育に対する要

望について、「本学の英語教育に関してどのよ

うなことをして欲しいと考えていますか。なる

べく具体的に書いて下さい」という問いに対し、

自由記述形式で回答を求めた。回答のあった看

護学科群31名と国際教養学科群53名のコメント

を学科ごとにコードの類似性によりカテゴリー

を抽出・分類し、考察した。

3．3．3　研究課題３分析方法

　研究課題３では、学生の英語学習動機の変化

を測定するために、Visual Analogue Scale

（VAS）法を参考に、独自の方法を考案し調

査に用いることとした。医療現場において痛み

測定尺度として汎用されている疼痛や自己評価 図１：学習動機変化の測定方法
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L2 self）の項目である。また、〈英語力がない

と学力が低いと思われてしまうので、英語の勉

強は大切だ〉、〈大学で悪い点数を取りたくない

ので、英語の勉強をしなければならない〉は道

具 的 回 避（instrumentality prevention）の

項目である。そこで、第２因子は、「義務自己

と道具的回避」と名付けた。義務自己とは、親

や周囲の期待に添いたいという心情を示してい

る。また、第３因子は５項目から成り、〈英語

の授業を楽しんで受講している〉、〈英語の授業

の雰囲気が好きである〉、などの項目であった。

これは負の因子負荷量を示したので「英語授業

に対する消極的態度」と名付けた。第４因子は

〈予期せぬ出来事に遭遇しても私は効率よく対

処できる自信がある〉、〈自分自身の英語力には

自信がある〉など８項目からなり、「理想自己

と自己効力感」と名付けた。第５因子は〈英語

で道を聞かれると緊張する〉など３項目から成

り、「英語を話すことの緊張」と命名した。

　５つの因子から全体として解釈できることは、

英語・文化への興味関心を持ち、英語に対して

ある程度自信を持ち、英語を使う自分の将来を

理想に持ちながらも、周囲の期待に沿いたい、

悪い点数を取りたくないという義務自己と道具

的回避や英語を話すことに対する不安を持ち、

更に、英語の授業に関しては楽しんでいる様子

はない消極的態度が混在している複雑な状況で

ある。その中で、英語・文化への興味関心が高

いことが特徴的である。

　次に、学科間の比較を通して考えてみよう。

看護学科群は74名、国際教養学科群が82名であっ

た。第３因子のみ尺度得点を逆転させて各群の

尺度得点の平均を算出し、t 検定（または

Welchの検定）を行ったところ、第１因子「英

語・文化への興味関心」、第２因子「義務自己

と道具的回避」、第４因子「理想自己と自己効

力感」は国際教養学科群が有意に高く、第３因

子「英語授業に対する消極的態度」は看護学科

群が有意に高かった（表２）。第５因子「英語

を話すことの緊張」では群間の平均に有意差は

なかった。つまり、学科群間の比較を通して、

まで］比で解析を行った。なお、両方の学科で

は習熟度別クラスによる授業を実施しているた

め、このパートでは上位の Advanced Class（Ａ

クラス）と、下位の Basic Class（Ｂクラス）

に分けて解析した。

４　結果と考察

4．1　研究課題１

　調査票は165部回収し、因子分析の項目に欠

損値のあった９件のデータを削除し、156デー

タを分析対象とした。

　天井効果については平均値と標準偏差の和が

項目の最大得点４点を超えるものを除外し、床

効果については平均値と標準偏差の差が項目の

最少得点１点を下回るものを除外する基準で、

質問項目５、７、８、17、18、21、22、38、43、

44、46の11項目は天井効果を示したため、また

質問項目48は床効果を示したため削除した。

　残った40項目を用いて、一般化した最小二乗

法、直接オブリミン回転を使用して因子分析を

行った。因子負荷量が .40未満の項目を除き、

また、信頼性分析により項目を削除した時の

Cronbach のαが .7より高くなるものを除い

て因子分析を繰り返した結果、33項目に５因子

が抽出された。KMO測度は .923、バートレッ

トの球面性測定は p ＜ .01で、Cronbach のα

は全体で0.821であった。回転前の５因子によっ

て全分散を説明する割合は、64.54％であった。

因子分析結果を表１に示す。

　第１因子は英語圏からの人と会うのが好きで

ある、〈将来英語圏に住みたい〉、〈英語圏の音

楽が好きだ〉、など11項目から成り、「英語・文

化への興味関心」と命名した。この因子が全体

の40％を占めていることから、全体的に英語・

文化に関することに関心が高いことを示してい

る。第２因子の〈親が英語の勉強を勧めている〉

は親の影響ではあるが、〈親の期待に応えるた

めに英語を学んでいる〉、〈「私の周りの人々が

期待するので、英語の勉強をする〉、〈親は私が

教養ある人になるためには英語を学ばなければ

ならないと考えている〉は義務自己（ought-to 
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表１　因子分析結果

国際教養学科の学生は「英語・文化への興味関

心」、「義務自己と道具的回避」、「理想自己と自

己効力感」が看護学科の学生より高く、「英語

に対する消極的態度」は看護学科の学生が高く、

「英語を話す緊張」に関しては両者とも同じよ

うに持っているということがわかった。

　確かに、英語圏に留学することを決めて国際

教養学科に入り、実際に１年間英語を中心に集

中的に学ぶ学生は、週に２コマの英語の授業し

かない看護学科の学生より「英語・文化への興

味関心」、「義務自己と道具的回避」、「理想自己

と自己効力感」に関して高い意識を持っている
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の意義と目的を明確に提示してほしいと要望を

述べた。看護学科の学生にとっては、大学入学

後の専門分野の勉強に加え、さらに英語学習を

継続することは明確な目的がなければ困難だと

いえよう。

　次に、学生が考える大学英語の理想の形とは、

自分たちに適したレベルで、その場で「聞いて

理解する→話す」というコミュニケーションの

ための英語学習で、それを授業で実現してほし

いという意見が、要望を述べた調査協力者の

65％あった。看護学科生であっても英語学習を

継続している以上、英語話者とのリアルな会話

練習を望んでいる。また、15％の学生は今まで

の中学校・高校からの文法やリーディングを中

心とした、いわゆる受験英語とは異なる「使う

ための英語」の機会を大学英語に求めている。

　３つ目に、授業外での効果的な英語学習方法

についてのアドバイスを受講生は求めていると

いうことである。英語学習を自主的に継続した

いと考える受講生は、仮に会話相手がいなくと

も、映画や海外ドラマなどを用いた方法で英語

を楽しみながら理解したいと願っている。英語

学習者として経験を積む教員からの効果的な学

習方法の提示は、中学校・高校までの英語学習

方法とは異なる、大学生としての英語学習意欲

を刺激する動機付けになると思われる。

　４つ目に、教員は英語を専門的に学ぶ学生で

はないことを理解し、予習や復習を過度に求め

のは予想通りのことである。また、国際教養学

科の学生が看護学科の学生より「英語の授業に

対する消極的態度」が低いのも予想通りである。

興味深いのは、英語を話す緊張に関しては国際

教養学科の学生も看護学科の学生についても差

がなかったことである。

4．2　研究課題２

　次に、英語の授業および英語教育に対する要

望について「本学の英語教育に関してどのよう

なことをして欲しいと考えていますか。なるべ

く具体的に書いて下さい」という問いに対し、

自由記述形式で回答を求めた。看護学科群にお

いては78人中31人（54％）が、また国際教養学

科群においては87人中53人（61％）が回答し、

記入のあった回答のみを対象に、学科ごとにコー

ドの類似性によりカテゴリーに分類した。その

結果、看護学科群によるコメントからは４つの

カテゴリーが、また国際教養学科群からは１つ

のカテゴリーが抽出された。

4．2．1　看護学科学生からの要望

　看護学科群からの要望は４つのカテゴリー（「英

語学習の意義と目的の明確化」「コミュニケーショ

ンのための英語学習」「英語学習継続のための

助言」「大学での英語学習のあり方」）に分かれ

た。

　まず、５％が大学で英語学習を継続すること

表２　学科間比較（t -test）

平均 SD 平均 SD

Ⅰ 英語・文化への興味関心 2.42 0.65 3.23 0.50 -8.78 <0.001

Ⅱ 義務自己と道具的接近 2.42 0.54 2.65 0.68 -2.38 * 0.02

Ⅲ 英語授業に対する消極的態度 2.72 0.61 1.87 0.60 -8.79 <0.001

Ⅳ 理想自己と自己効力感 2.01 0.55 2.72 0.60 -7.67 <0.001

Ⅴ 英語を話すことの緊張 2.95 0.69 2.74 0.79 1.76 0.08

＊Welch-test

因子
看護学科

n=74

国際教養学科

n=82 t値 p値
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た英語力はまずは上記のような英語テストでど

れだけスコアアップできるかによって達成度が

測られることになる。しかし、英語を「ある程

度習得した」と受講者自身が実感したのちには、

学んだ語彙や言い回しを使って意見交換を活発

に行ったり、その知識を元手に何かタスクに取

り組み達成感や自己効力感を得たいと感じるよ

うになることは十分想定され、ある意味望まし

い学習の産物であるともいえる。

　次に、「より実用的・実践的な英語使用の機会」

に対する要望は授業内での英語使用を超えて、

実社会での使用にも要望が及んだ。留学生との

交流の機会を作ってほしいとの要望が「要望」

の約15％、ネイティブスピーカーともっと会話

したいとの要望が約11％あったことから、自身

の英語をよりオーセンティックな環境で使いた

いという要望が見て取れた。これも第一の特徴

と同じく、身に付いた（であろう）英語力をよ

り実践で試してみたい、より実践の場でスキル

アップを目指したいというさらなる学びへのモ

チベーションと解釈することができる。

　まとめると、国際教養学科群の学生は、【よ

り多くの時間を英語学習に費やしている分、身

についた（もしくは、ついているかどうかを試

すためにも）】英語力をより実践の場で、つま

りコミュニケーションの手段として英語を活か

す作業に取り組みたい要望が強く表れていると

いえる。たとえ小規模であっても教室内外で実

施できるプロジェクトや実社会との関わりの中

で英語を使ってコミュニケーションが行える機

会を学習の比較的早い時期から設けることで力

試しできる（＝自信をつけさらなる動機付けに

つなげる）工夫をカリキュラムに盛り込むこと

は、今後検討の価値があるといえるのではない

だろうか。

4．2．3　まとめ

　看護学科と国際教養学科の２学科において、

英語の授業および英語教育に対する要望を比較

した。看護学科群では、特に、自分たちのレベ

ルに適した「使える英語」へのモチベーション

ず、授業時における英語文化との遭遇を学生の

英語学習への動機（刺激）として取り入れる工

夫をしてほしいという意見もあった。大学では

専門分野における学業が優先されるべきである

との回答が15％あった。

　非英語専攻学科の学生にとっての共通英語と

しての授業の意義は、教員と学生、ひいては大

学全体の共通意識として共有することが英語学

習への動機付けとして必要であると考えられる。

4．2．2　国際教養学科生からの要望

　国際教養学科生からの要望は１つのカテゴリー

（「実用的・実践的な英語使用の機会」）に集中

した。まず、第一に特徴として挙げられるのは、

授業内でより実用的・実践的に英語を使いたい、

もっと英語を（授業で）話したい、という意見

が最も多かった点が特徴的である。具体的には、

「ディスカッション」や「クラスで英語を使っ

てなにか作業をする機会」、「グローバル企業訪

問やプロジェクト」を増やしてほしいという意

見があり、要望を述べた調査協力者の約36％を

占めていた。その中には、やや不満を述べ、ト

レーニング以外の内容を求めた要望も含まれて

いた。

　本学科は外国語学部英語科のように英語に特

化して言語を学ぶ学科ではないが、１年後に全

員がカリキュラムの一環としての英語圏大学へ

の留学を控えており、英語関連の授業は、主に

留学準備のための TOEFL や IELTS のトレー

ニングに特化した内容が大半を占める。英語を

学習する時間が看護学科群の受講生よりも多い

分、また近い将来英語圏大学への留学を学習の

目的及び短期的な目標としている意識もあり、

英語学習へのモチベーションや英語の習得度は

共通群と比べてそもそも高いと推察される。ま

た、授業での英語学習の目的と TOEFL 受験

などの（近い）目標が明確になっており、それ

に向けたストラテジーも含めた学習を行なって

いる分、看護学科群の回答で認められていたよ

うな「効果的な英語学習方法」に関してアドバ

イスを求めるような要望はなかった。身につけ
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語の学習が中学より語彙や文法事項が増え難し

くなったためであると考えられる。この結果よ

り、いずれの学科においても、大学入学により、

英語に対する学習動機がさらに向上しているこ

とが明らかとなった。

が高く、同時に英語学習方法に関するアドバイ

スも含め、英語学習によりモチベーションを持っ

て取り組めるための環境づくりに関する要望が

観察された。国際教養学科群では、留学に係る

テスト対策としての英語スキルアップに留まら

ず、特に、身に付けた英語のスキルをより実践

的な環境で使うこと、もしくは使ってみて実践

力を試せる機会を望む回答が多くあった。大学

として、それぞれのニーズに応じより満足度を

高めつつ英語スキルを身につけることができる

教授法や言語材料を取り入れるための工夫が求

められている。

　なお、看護学科群において78人中47人（46％）

が、また国際教養学科群においては87人中34人

（39％）が無記入もしくは「特になし」と回答

した。これは何を意味するのか。学生が英語学

習に対して「要望がない」「満足している」と

いうことなのか、考えたことのないことに対し

て「答えにくい」「回答が困難であった」さら

には「無関心」ということなのか。本質問紙に

よる調査での「回答なし」もしくは「特になし」

の真意を探るためには、記述のあった調査協力

者との他の回答を比較したりさらなる質的調査

を実施する必要があり、今後の課題であること

を追記したい。

4．3　研究課題３

　英語学習意欲の変化について、積分割合解析

により学習意欲が向上した学生の割合を算出し

た（図２）。国際教養学科群ではいずれのクラ

スにおいても、大学進学で学習意欲が向上した

学生がＸの解析で90％以上、Ｙの解析で80％程

度と、かなり多く、看護学科においてもＸの解

析で55～70％、Ｙの解析でも50％弱と高い数値

を示した。

　学科による差が見られたが、これは進学動機

にも関連しているのではないかと考えられる。

　全体に、ＸよりＹでの解析の方が低値を示し

ているが、これは、すでに、小学校・中学校と

英語学習の機会が増え、高校までに学習動機が

ある程度向上していたため、また、高校での英

図２：学習意欲が向上した学生の割合

　さらに、英語学習動機の変化がどの程度であっ

たかについて、大学入学後における積分割合の

倍率を比較した（図３）。この解析では、大学

入学後、意欲向上では１以上、意欲低下では１

未満の数値となる。Ｙの解析において、看護Ｂ

では１をやや下回っているが、これ以外は1.5

～２倍と１よりも高値を示し、全体としては、

大学入学で意欲が向上したと見なすことができ

た。

図３：学習意欲の変化度
データは平均± SEM
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は倍率が著しく大きくなったため、このような

結果となったと考えられた。

　次に、英語に対する学習意欲がピークとなっ

たきっかけや理由に関する質問の解析について

　Ｙの解析では看護Ａが他よりもかなり高い値

を示したが、これは、標準誤差（SEM）も大

きく、図４に示すような、大学入学前において

ほぼ０の学習意欲を示す回答があり、この場合

図４：学習意欲の変化が極端な例
看護学科Ａにおけるが悪臭意欲の変化度が著しく大きい２例。いずれも、小学校入学～高校入学、あるい
は高校在学中の意欲がほぼ０であり、その後が大きく上昇するため、変化度が著しく大きな値となる。

図５：英語に対する学習意欲がピークとなったきっかけや理由
資料１（質問紙）の Part３の学習意欲がピークとなったきっかけや理由についての複数回答による集計。
各番号は質問項目の番号で、左側カラムは図３の解析により大学入学により意欲が向上した（１より大き
い値を示した）学生群、右側カラムは意欲が低下した（１より小さい値を示した）学生群。
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を示している。全体として、回答数が低く、ネ

ガティブ思考の意見が少ないととらえることが

できる。目立つ部分として、国際Ａでは大学入

学で学習意欲が向上した学生において、「２　

学校で英語を勉強して楽しくなくなり、苦手だ

とわかったから」「６　英語のテストの点数が

悪かったから」「12　英語の勉強の仕方がわか

らなくなったから」の回答が多かった。このこ

とは、英語を専門として、より真剣に学習に取

り組んでいる学生においては、英語学習のつま

ずきが意欲の低下につながっているのではない

かと考えられた。このつまずきは恐らく

TOEFL iBT での結果の影響であると考えら

れる。留学を義務付けられた国際教養学科では、

TOEFL iBT の受験を受験しなければならず、

最初はなかなか一定のレベルに達することが難

図５に示した。回答は複数回答可であり、各群

での回答率を示している。全体として、国際教

養学科群が、また、両学科ともＡクラスの方が

Ｂクラスよりも複数回答数が多かった。大学で

の英語の学習量が多い学科の学生、英語の成績

の良い学生の方が英語学習に対してポジティブ

思考であることを示していると考えられる。回

答内容は、国際教養学科群では、受験関係、趣

味など、理由は多岐にわたっているが、看護学

科群では「１　学校で英語科目の授業が始まっ

たから」「３　受験で必要だったから」などの

外部要因によるものが主なものとなっているこ

とが明らかとなった。

　英語に対する学習意欲が最低となったきっか

けや理由に関する質問の解析について図６に示

した。回答は複数回答可であり各群での回答率

図６：英語に対する学習意欲が最低となったきっかけや理由
資料１（質問紙）の Part３の学習意欲が最低となったきっかけや理由についての複数回答による集計。
各番号は質問項目の番号で、左側カラムは図３の解析により大学入学により意欲が向上した（１より大き
い値を示した）学生群、右側カラムは意欲が低下した（１より小さい値を示した）学生群。
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する消極的態度」は看護学科の学生が高く、「英

語を話す緊張」に関しては両者とも同じように

持っているということがわかった。その中で、

英語・文化に対する興味関心が特に高いことが

わかった。学生の要望に関して、全体として半

分近くの学生が無回答であったが、両者とも実

際に英語でコミュニケーションできる機会が欲

しいと考えている。

　本研究の教育的示唆として言えることは、以

下の３点である。１つは、大学に入学して学生

の英語学習意欲は弱まっているのではなく、む

しろ強まっている。そのような学生の興味・関

心、そして意欲を更に喚起するために英語でコ

ミュニケーションできる機会を増やすことが大

切である。次に、国際教養学科と看護学科の学

生に英語学習動機に差があるが、看護学科の学

生も英語や文化に興味を持ち、義務自己と道具

的回避、理想自己や自己効力感を持っているこ

とは事実である。たとえ限られた時間であって

も、それらを少しでも喚起する機会があればも

う少し多くの英語の学習動機を持った学生が増

えるのではないだろうか。最後に、両学科の学

生は共に英語を話す不安を持っている。不安に

は英語学習を促進させる働きもあることから、

学生の不安を話す自信へと向かわせるような授

業の工夫が必要である。

　最後に本研究の限界と今後の研究の方向性に

ついて述べる。共通英語を受けている学科の学

生として今回は看護学科の学生を選んだが、学

部学科により英語学習の差があることは事実で

ある。その他の学科についても調査が必要であ

る。また、今後大学全体としてどのような英語

学習動機を持っているのかについても分析を進

め、まとめたい。
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